
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成２８年度久留米市生活交通確保維持改善計画 

（久留米市地域内フィーダー系統確保維持計画）について 
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様式第１－１（日本工業規格Ａ列４番） 

 

  第   号 

平成２７年６月  日 

 

国土交通大臣 殿 

 

 

                    久留米市地域公共交通会議 

                    福岡県久留米市城南町１５－３ 

                    会 長 深 井  敦 夫 

 

 

 

地域内フィーダー系統確保維持計画認定申請書 

 

 

 

  地域内フィーダー系統確保維持計画を別紙のとおり定めたので、関係書類を添え 

 

て申請します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本申請に、別添の記載すべき事項を全て記載した地域内フィーダー系統確保維持

計画を添付すること。 

 

※以下、平成２８年２月に提出した最終計画に

差替えたものになります。 
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平成２８年度久留米市生活交通確保維持改善計画 

（地域公共交通確保維持事業のうち地域内フィーダー系統関係） 

 
平成２８年 ２月２９日 

（名称）久留米市地域公共交通会議   

０．生活交通ネットワーク計画の名称 

久留米市生活交通確保維持改善計画 

（久留米市地域内フィーダー系統確保維持計画） 

１．地域公共交通確保維持事業に係る目的・必要性 

１）目 的 

 本市では、平成２５年２月に「久留

米市都市交通マスタープラン（以下

「マスタープラン」という。）を策定

し、中心拠点と地域生活拠点が公共交

通ネットワークにより有機的に連携

したまちづくりを目指しています。 

 生活支援交通（よりみちバス〔迂回

型コミュニティバス〕：地域内フィー

ダー系統に該当）の運行は、路線バス 

等の利用が不便な地域生活拠点周辺に居住する移動制約者（自動車を自由に運転できない高齢

者等）の日常生活の移動手段を確保するとともに、本市の目指す公共交通ネットワークの末端

交通を担うことを目的としています。 

２）必要性（久留米市城島地域） 

 久留米市城島地域の公共交通は、西鉄バス久留米㈱の運行する大善寺線１路線のみであり、

ＪＲ久留米～大善寺～城島新町～大川橋間を概ね１時間に１本の間隔で運行しています。 

 大善寺線は５校区のうち２校区を通過しており、残り３校区については公共交通の無い公共

交通の空白地帯となっており、城島地域の高齢化率は２９．５％（Ｈ２７．６現在）となって

いることからも、高齢者等の移動制約者の移動手段を確保することが課題となっています。 

 さらに、地域住民の移動手段の確保（公共交通）に関する意識は高く、平成２６年度に実施

した市民意識調査でも公共交通網の整備要望は非常に高くなっており、早期のよりみちバスの

導入が必要とされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本市の目指す公共交通ネットワーク】 

【よりみちバス導入地域位置図】 

久留米市の公共交通不便・空白地域分布図 
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３）必要性（久留米市北野地域） 

 地域内の公共交通は西日本鉄道㈱の運行する西鉄甘木線及び西鉄バス久留米㈱の運行する

北野線が通っており、地域内の校区のうち公共交通の無い校区は存在しない。しかしながら、

２校区（大城、金島）については、鉄道駅、バス停から１ｋｍ以上離れた場所にも集落が点在

しており、特に大城校区の一部（北野町大城）については筑後川の川向に位置していることも

あり、公共交通の空白地帯となっています。また、北野地域の高齢化率は２６．４％（Ｈ２７．

６現在）となっていることからも、高齢者等の移動制約者の移動手段を確保することが課題と

なっています。 

 さらに、地域住民の移動手段の確保（公共交通）に関する意識は高く、平成２６年度に実施

した市民意識調査でも公共交通網の整備要望は非常に高くなっており、早期のよりみちバスの

導入が必要とされています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．地域公共交通確保維持事業の定量的な目標・効果 

（１）事業の目標 

「目標１：１便あたりの平均利用者数 １．５人（循環系統は３．０人）」 

「目標２－１：北野地域：路線バス北野線の地域内利用 1 日１０人」 

「目標２－２：城島地域：路線バス大善寺線の地域内利用 １日１５人」 

 

 ＜目標値設置の考え方＞ 

 「よりみちバス」の運行では、幹線路線である北野線及び大善寺線との接続を考慮するほか、幹

線バスとよりみちバスの両者で利用できる１日利用券の発行を実施するとともに、運行地域で設立

した生活支援交通検討会と協働により利用促進策を実施することで目標達成に取り組みます 

 

「目標３：利用満足度 

      ① 行きたい目的地まで不自由なく行くことができる 

      ② ダイヤや運行ルートが適切である  など 

     利用者へのアンケート調査により、5 段階評価で「満足」、「やや満足」と回答する人の割

合がそれぞれ７0％以上を目標値に設定する。」 

 

 ＜目標値設定の考え方＞ 

 地域の生活支援交通検討会から協力いただき、利用者に対してアンケート調査を行い利用者の要

望に応えた運行になるよう取り組みます。 

 

【よりみちバス導入地域位置図】 

久留米市の公共交通不便・空白地域分布図 
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（２）事業の効果 

 

「事業効果１ 公共交通ネットワークの確保」 

本市の目指す中心拠点と地域生活拠点が公共交通ネットワークにより有機的に連携し

たまちづくりのなかで、よりみちバスの運行は、市周辺部の公共交通利用の不便な地域の

移動手段を確保するだけでなく、幹線路線へつなぐことで乗り継ぎが促進され、市域を公

共交通で移動できる環境の構築に貢献します。 

「事業効果２ 移動制約者の日々の移動手段を確保」 

よりみちバスの運行により、幹線バス等の公共交通利用の不便な地域において、高齢者

などの自動車を運転できない移動制約者の買物や通院などの日常の移動手段を確保する

ことができます。 

「事業効果３ 外出機会の創出と地域コミュニティの活性化」 

よりみちバスの運行により移動制約者の外出機会が増加するとともに、車内や停留所、

待合施設で住民間の交流が生まれ、地域コミュニティが活性化します。 

 

３．地域公共交通確保維持事業により運行を確保・維持する運行系統の概要及び 

運行予定者 

○ 地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表１」を添付予定 

・予定している時刻：午前８時から午後６時 

・運行予定期間：平成２７年１２月１８日～  （北野地域） 

        平成２８年 ３月 １日～  （城島地域） 

        運行は月曜～土曜（日祝日、お盆、年末年始は運休） 

・運行は、定期的な見直しを行いながら継続する 

４．地域公共交通確保維持事業に要する費用の総額、負担者及びその負担額 

○ 地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表２」を添付予定  

５．補助金の交付を受けようとする補助対象事業者の名称 

○ 北野地域：（有）北野猪口タクシー、安全タクシー（有） 

○ 城島地域：（有）丸金タクシー、（有）くまタクシー 

６．補助を受けようとする手続きに係る利用状況等の継続的な測定方法 

【活性化法法定協議会を補助対象事業者とする場合のみ】 

○ OD 把握の実施 

  ・利用者が乗車する際に運転手に降車停留所を知らせ、運転手が乗降場所をチェック 

する方式により、利用者全数の OD を把握する。 

○ 地域検討会を通じてのヒアリングを実施 

  ・よりみちバスの利用促進、継続的な見直しを行うために運行地域に設置した生活交通

検討会を通じて、住民ヒアリングや利用者アンケートを実施する。 

７．別表４の補助事業の基準二に基づき、協議会が平日１日当たりの運行回数が３

回以上で足りると認めた系統の概要 

【地域間幹線系統のみ】 

○ 該当なし 
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８．別表４の補助事業の基準ハに基づき、協議会が「広域行政圏の中心市町村に準

ずる生活基盤が整備されている」と認めた市町村の一覧 

【地域間幹線系統のみ】 

○ 該当なし 

９．地域公共交通確保維持改善事業を行う地域の概要 

【地域内フィーダー系統のみ】 

○ 地域公共交通確保維持改善事業費補助金交付要綱「表５」を添付予定  

10．車両の取得に係る目的・必要性 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

○ 該当なし 

11．車両の取得に係る定量的な目標・効果 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

（１）事業の目標 

○ 該当なし 

（２）事業の効果 

○ 該当なし 

12．車両の取得計画の概要及び車両の取得を行う事業者、要する費用の総額、負担

者及びその負担額 

【車両減価償却費等国庫補助金・公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けよ

うとする場合のみ】 

○ 該当なし 

13．老朽更新の代替による費用の削減等による地域公共交通確保維持事業における

収支の改善に係る計画（車両の代替による費用削減等の内容、代替車両を活用

した利用促進策） 

【公有民営方式車両購入費国庫補助金を受けようとする場合のみ】 

○ 該当なし 

14．協議会の開催状況と主な議論  

・平成２６年１０月１０日（H26 第３回交通会議）： 

事業内容及び地域との検討状況を報告 

・平成２７年１月１５日（H26 第４回交通会議）： 

関係者との協議状況を報告するとともに、停留所、運行ルート・運行系統等について

協議を行う。 

・平成２７年３月２３日（H26 第５回会議）： 

関係者との協議状況を報告するとともに、運行計画（見込み）の概要を説明する。 

・平成２７年６月２６日（H27 第１回会議）： 

運行計画（見込み）について構成員からの合意を得る 

・平成２７年１０月１５日（H27 第３回会議）： 

北野地域の事業計画について構成員からの合意を得る 

・平成２７年１２月２４日（H27 第４回会議）： 

城島地域の事業計画について構成員からの合意を得る 
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15．利用者等の意見の反映 

 

・平成２５年度に久留米市城島地域で実施した生活支援交通（城島地域デマンド乗合タクシ

ー試験運行）において、登録者約５００名（主な登録者は高齢者で城島地域の高齢者の約

１割が登録）に対し、利用目的や日常の移動需要についてヒアリングを行う。 

・平成２６年１月から２月にかけ、地域の校区コミュニティ組織に対して意見交換を行い、

運行計画等に関する要望の聞き取りを行う。 

・平成２５年度久留米市買物支援調査業務において、買物やお出かけに関する市民アンケー

ト、ヒアリング、商業者アンケート及び介護福祉事業関係団体ヒアリングを行い、移動需

要（特に買物に関するもの）の把握を行った。 

・平成２６年 8 月に北野地域、平成２６年９月に城島地域に「よりみちバス」の導入・運営

について検討する生活交通検討会を開催。検討会は民生委員や利用者の代表等、利用者意

見を反映できるメンバー構成とするとともに、地域に対するアンケート調査を実施し、詳

細な異動需要等の把握を行った。 

 

 

 

16．協議会メンバーの構成員 

関係都道府県 ・福岡県広域・地域振興部交通政策課 

関係市区町村 （該当なし） 

交通事業者・交通施

設管理者等 

・西日本鉄道株式会社、九州旅客鉄道株式会社、西鉄バス久留米㈱

式会社、堀川バス株式会社、株式会社甘木観光バス 

・九州地方整備局福岡国道事務所、福岡県県土整備部久留米県土整

備事務所、久留米市都市建設部 

・福岡県久留米警察署、福岡県うきは警察署 

地方運輸局 ・九州運輸局福岡運輸支局 

その他協議会が必

要と認める者 

・福岡大学工学部教授、大分大学経済学部准教授 

・久留米商工会議所 

・一般社団法人福岡県バス協会、福岡県筑後地区タクシー協会、久

留米市タクシー協会 

・西鉄グループバス労働組合 

・久留米市校区まちづくり連絡協議会、久留米市男女共同参画推進

ネットワーク、NPO 法人高齢者快適生活つくり研究会、NPO 法

人ル・バトー 

・久留米市身体障害者協会 

・城島地域生活交通検討会、北野地域生活交通検討会 

 

 

 

【本計画に関する担当者・連絡先】 

 

（住 所）福岡県久留米市城南町１５－３                 

（所 属）久留米市役所 都市建設部 交通政策課             

（氏 名）権藤 隆治                          

（電 話）０９４２－３０－９３２８                   

（e-mail）tkgondou@city.kurume.fukuoka.jp               
 


